
新
幹
線
地
本
は
１
月
14

日
、
南
部
労
政
会
館
で
２
０

２
４
年
新
春
旗
開
き
を
開
催

し
ま
し
た
。

伊
藤
委
員
長
は
、
年
頭
所

感
で
「
あ
ら
ゆ
る
戦
争
に
反

対
の
闘
い
を
つ
く
ろ
う
。
職

場
と
法
廷
で
会
社
を
追
い
込

む
闘
い
を
展
開
し
よ
う
。
Ｊ

Ｓ
労
結
成
の
教
訓
に
学
び
組

織
拡
大
を
勝
ち
取
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。

講
演
は
、
「
な
ぜ
虐
殺
を

止
め
ら
れ
な
い
の
か
？
～
パ

レ
ス
チ
ナ
問
題
の
根
源
を
問

う
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、

明
治
学
院
大
学
国
際
平
和
研

究
所
研
究
員
・
原
爆
の
図
丸

木
美
術
館
前
理
事
長
の
小
寺

隆
幸
氏
か
ら
受
け
ま
し
た
。

以
下
、
講
演
の
要
旨
で
す
。

・
ガ
ザ
の
状
況
は
戦
争
で

は
な
く
無
差
別
殺
戮
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
だ
。
国
連
事
務
総
長

は
「
単
な
る
人
道
危
機
と
い

う
よ
り
人
類
の
危
機
で
す
」

と
発
言
。

・
パ
レ
ス
チ
ナ
の
現
実
は

月
７
日
に
始
ま
っ
た
問
題

10で
は
な
く
、
ガ
ザ
だ
け
の
問

題
で
も
な
い
。
西
岸
地
区
で

も
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
に
よ
る
暴

力
・
人
権
侵
害
が
頻
発
し
て

い
る
。

・
問
題
の
本
質
は
宗
教
対

立
で
も
民
族
対
立
で
も
な

い
。
問
題
の
本
質
は
列
強
に

よ
る
植
民
地
支
配
に
あ
っ

た
。・

か
つ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
は

オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
領
で
あ

り
、
共
通
言
語
の
ア
ラ
ビ
ア

語
、
イ
ス
ラ
ム
・
キ
リ
ス
ト

・
ユ
ダ
ヤ
教
徒
が
共
存
し
て

い
た
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン

ス
が
そ
れ
を
分
割
支
配
。
戦

後
国
連
が
「
パ
レ
ス
チ
ナ
分

割
」
を
決
議
し
、
少
数
の
ユ

ダ
ヤ
系
住
民
に

％
の
土

57

地
を
与
え
、
イ
ス
ラ
エ
ル
建

静
岡
地
本
は
１
月

日
、

23

清
水
テ
ル
サ
で
２
０
２
４
年

新
春
旗
開
き
を
開
催
し
ま
し

た
。半

場
委
員
長
は
、
年
頭
所

感
で
「
Ｊ
Ｓ
労
の
仲
間
と
共

に
闘
お
う
。

・

集
会
な

10

29

ど
袴
田
さ
ん
の
完
全
無
罪
を

勝
ち
取
る
闘
い
、
リ
ニ
ア
反

対
の
闘
い
を
展
開
し
て
き

た
。
更
に
強
化
し
よ
う
。
真

の
労
働
運
動
を
展
開
し
よ

う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

来
賓
に
は
、
本
部
畑
野
委

員
長
、
新
幹
線
関
西
地
本
小

林
書
記
次
長
が
参
加
し
ま
し

た
。
小
林
書
記
次
長
は
、
Ｊ

Ｓ
労
結
成
か
ら
今
日
ま
で
の

闘
い
や
Ｊ
Ｒ
総
連
近
畿
地
協

を
巡
る
問
題
に
つ
い
て
説
明

名
古
屋
地
本
は
１
月
24

日
、
鶴
舞
・
通
信
ビ
ル
で
２

０
２
４
年
新
春
旗
開
き
を
開

催
し
ま
し
た
。
旗
開
き
の
前

段
で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

荻
野
委
員
長
は
、
年
頭
所

感
で
「
イ
ス
ラ
エ
ル
と
パ
レ

ス
チ
ナ
の
武
装
勢
力
ハ
マ
ス

と
の
武
力
衝
突
で
は
圧
倒
的

な
軍
事
力
を
持
つ
イ
ス
ラ
エ

ル
が
ガ
ザ
地
区
に
侵
攻
し
続

け
て
い
る
。
ナ
チ
ス
に
よ
る

ユ
ダ
ヤ
人
大
虐
殺
を
受
け
た

民
族
が
、
パ
レ
ス
チ
ナ
人
大

虐
殺
を
行
っ
て
い
る
と
い
う

信
じ
ら
れ
な
い
事
実
。
戦
争

の
要
因
は
領
土
問
題
、
宗
教

問
題
、
民
族
や
文
化
の
違
い

な
ど
様
々
で
す
が
、
様
々
な

文
化
が
あ
ろ
う
と
も
憎
し
み

に
発
展
し
な
い
社
会
を
つ
く

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
２
日
の
羽
田
空
港
で
の

日
航
機
と
海
上
保
安
庁
機
の

衝
突
炎
上
事
故
で
考
え
さ
せ

ら
れ
た
こ
と
は
、
最
先
端
の

航
空
業
界
に
お
い
て
、
未
だ

ア
ナ
ロ
グ
の
状
況
で
安
全
保

安
が
さ
れ
て
い
る
。
も
う
一

つ
は
Ｃ
Ａ
の
活
躍
に
よ
り
一

人
の
死
者
も
出
し
て
い
な

い
。
労
働
組
合
と
し
て
し
っ

か
り
会
社
に
も
の
を
言
っ
て

い
く
こ
と
が
ま
ず
重
要
で
あ

る
。
昨
年
８
月
、
Ｊ
Ｒ
サ
ー

ビ
ッ
ク
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｓ
労
）

を
立
ち
上
げ
た
。
関
連
会
社

に
お
い
て
同
じ
意
思
を
持
つ

仲
間
の
拡
大
は
、
私
た
ち
の

目
指
す
方
向
性
で
あ
り
、
現

場
で
苦
し
む
労
働
者
の
た
め

に
闘
う
労
働
組
合
の
結
成
は

Ｊ
Ｒ
東
海
労
、
Ｊ
Ｒ
総
連
の

発
展
に
寄
与
す
る
も
の
」
と

訴
え
ま
し
た
。

旗
開
き
終
了
後
、
退
職
者

激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
退
職
者
は
、
山
田

哲
也
さ
ん
、
小
屋
敷
治
行
さ

ん
、
鈴
木
時
久
さ
ん
、
谷
口

満
さ
ん
、
中
西
健
二
さ
ん
、

湯
浅
朝
四
さ
ん
、
上
田
和
宏

さ
ん
、
松
枝
祐
治
さ
ん
で
し

た
。
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各
地
本
は
そ
れ
ぞ
れ
、
２
０
２
４
新
春
旗
開
き
を
開
催
し
ま
し
た
。
静
岡
地
本
と
名

古
屋
地
本
は
、
旗
開
き
に
併
せ
退
職
者
激
励
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

難
民
が
拡
大
し
て
い
っ
た
。

・
１
９
９
３
年
パ
レ
ス
チ

ナ
暫
定
自
治
の
オ
ス
ロ
合

意
。
し
か
し
依
然
と
し
て
イ

ス
ラ
エ
ル
の
占
領
下
で
あ
っ

た
。・

日
本
も
オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
領
土
分
割
会
議
に
加
わ
っ

て
い
る
。
そ
の
後
朝
鮮
・
中

国
で
植
民
地
を
拡
大
し
た
。

・
ユ
ダ
ヤ
人
が
「
男
も
女

も
子
供
も
乳
児
も
殺
せ
」
と

パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
を
肯
定
し
て
い
る
。

ナ
チ
ス
の
犠
牲
者
が
加
害
者

と
同
じ
こ
と
を
主
張
し
て
い

る
。・

「
救
済
の
源
は
～
究
極

的
に
は
他
者
を
～
私
た
ち
が

生
み
出
し
た
犠
牲
者
～
パ
レ

ス
チ
ナ
人
・
レ
バ
ノ
ン
人
・

ユ
ダ
ヤ
人
を
受
け
入
れ
る
よ

う
と
い
う
意
思
に
あ
る
」「
国

家
の
数
が
１
つ
で
あ
れ
、
２

つ
で
あ
れ
、
５
つ
で
あ
れ
、

私
た
ち
は
こ
の
土
地
を
共
有

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」

一
つ
の
社
会
の
中
に
様
々
な

人
々
が
共
に
生
き
る
こ
と
。

し
ま
し
た
。
２
０
２
４
年
、

２
０
２
５
年
問
題
に
つ
い
て

の
基
調
提
起
を
行
い
、
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ー
で
旗
開
き
は
終

了
し
ま
し
た
。

旗
開
き
終
了
後
は
場
所
を

移
し
、
定
年
を
祝
う
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
受
章

者
は
、
北
原
幹
也
さ
ん
、
渡

邉
和
仁
さ
ん
、
山
本
繁
明
さ

ん
、
伏
見
和
幹
さ
ん
、
半
場

弘
恭
さ
ん
で
し
た
。
祝
う
会

に
は
、
多
く
の
Ｏ
Ｂ
が
駆
け

つ
け
、
入
社
当
時
か
ら
の
思

い
出
話
に
花
が
咲
き
ま
し

た
。

新
幹
線
地
本
旗
開
き

静
岡
地
本
旗
開
き

名
古
屋
地
本
旗
開
き

２
０
２
４
年
も
全
組
合
員
で
闘
う
ぞ
！

各
地
本
新
春
旗
開
き
開
催

国
を
き
っ
か
け
に

第
一
次
中
東
戦
争

が
勃
発
し
た
。

・
パ
レ
ス
チ
ナ

人
の
民
族
浄
化
＝

非
人
間
化
し
虐
殺

を
正
当
化
。
イ
ス

ラ
エ
ル
の
支
配
拡

大
で
パ
レ
ス
チ
ナ



淵
上
運
輸
所
復
帰
裁
判
第

８
回
口
頭
弁
論
が
昨
年

月
12

日
、
東
京
地
裁
で
開
廷
さ

15れ
、
最
終
準
備
書
面
を
提
出

し
て
裁
判
は
結
審
し
ま
し

た
。
裁
判
所
に
は
、
多
く
の

組
合
員
・
Ｏ
Ｂ
が
傍
聴
で
参

加
し
ま
し
た
。

渡
辺
弁
護
士
か
ら
は
、
こ

の
裁
判
で
何
を
問
題
に
し
て

き
た
の
か
を
振
り
返
り
、「
同

意
の
な
い
出
向
命
令
は
違

法
。
民
法
で
も
明
記
さ
れ
て

い
る
。
会
社
が
本
人
の
意
向

を
無
視
し
て
出
向
を
強
行
す

る
の
は
人
身
売
買
に
等
し

い
。
企
業
の
権
限
を
肯
定
す

本
橋
出
向
取
り
消
し
裁
判

の
最
終
口
頭
弁
論
が
１
月
24

日
、
東
京
地
裁
で
開
廷
さ
れ

結
審
し
ま
し
た
。

原
告
側
は
最
終
準
備
書
面

で
、
改
め
て
本
件
出
向
命
令

が
違
法
・
無
効
で
あ
る
こ
と

を
主
張
し
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
「
出
向
問
題
の
法
的

出
発
点
が
、
『
使
用
者
は
、

労
働
者
の
承
諾
を
得
な
け
れ

ば
、
そ
の
権
利
を
第
三
者
に

譲
り
渡
す
こ
と
で
き
な
い
』

と
定
め
る
民
法
６
２
５
条
１

項
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
は
、

論
を
俟
た
な
い
」
と
し
、
本

人
の
承
諾
も
得
ず
、
Ｊ
Ｒ
東

海
労
と
の
出
向
協
定
も
な

く
、
不
当
労
働
行
為
に
該
当

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
「
『
出
向
命
令
は
そ
の
必

要
性
、
対
象
労
働
者
の
選
定

に
係
る
事
情
そ
の
他
の
事
情

に
照
ら
し
て
、
そ
の
権
利
を

濫
用
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ

る
場
合
』
に
は
、
違
法
・
無

効
と
な
る
（
労
働
契
約
法
14

条
）
」
か
ら
し
て
本
件
出
向

命
令
は
違
法
・
無
効
で
あ
る

こ
と
で
す
。

判
決
は
３
月

日
で
す
。

13

舩
出
診
断
書
強
要
本
人
訴

訟
第
６
回
口
頭
弁
論
が
１
月

日
、
大
阪
地
裁
で
開
廷
さ

19れ
結
審
し
ま
し
た
。

原
告
の
舩
出
和
幸
さ
ん

は
、
①
会
社
側
の
陳
述
書
に

つ
い
て
、
証
人
尋
問
が
さ
れ

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
被
告
側

の
言
い
放
し
に
な
る
の
で
取

り
下
げ
る
こ
と
。
②
年
休
を

申
し
込
ん
だ
際
、
被
告
・
上

田
助
役
か
ら
執
拗
に
診
断
書

の
提
出
を
求
め
ら
れ
た
。
精

神
的
苦
痛
と
損
害
賠
償
を
求

め
て
い
る
の
で
、
被
告
の
証

人
申
請
を
裁
判
所
は
採
用
す

る
こ
と
、
の
２
点
に
つ
い
て

裁
判
所
に
改
め
て
訴
え
ま
し

た
。
し
か
し
裁
判
所
は
、
証

人
を
採
用
し
な
い
こ
と
を
決

定
し
ま
し
た
。

判
決
は
３
月

日
で
す
。

22

清
水
こ
が
ね
み
そ
事
件
再

審
第
６
回
、
第
７
回
公
判
が

１
月

日
、

日
と
連
続
し

16

17

て
、
静
岡
地
裁
で
開
廷
さ
れ

ま
し
た
。
静
岡
地
本
は
Ｏ
Ｂ

と
共
に
、
傍
聴
券
獲
得
、
実

行
委
員
会
の
前
段
集
会
、
弁

護
団
の
激
励
送
り
出
し
行
動

に
参
加
し
ま
し
た
。

第
６
回
公
判
で
は
、
弁
護

側
か
ら
「
脛
の
傷
は
逮
捕
後

に
で
き
た
も
の
。
味
噌
樽
か

ら
発
見
さ
れ
た
５
点
の
衣
類

の
ズ
ボ
ン
、
シ
ャ
ツ
の
穴
も

傷
も
袴
田
さ
ん
の
『
自
白
』

に
合
わ
せ
て
つ
く
ら
れ
た
。

家
宅
捜
査
で
、
警
察
が
発
見

し
た
ズ
ボ
ン
の
共
布
は
、
警

察
が
ズ
ボ
ン
と
照
合
す
る
こ

と
も
な
く
、
一
目
見
て
ズ
ボ

ン
の
共
布
だ
と
し
た
こ
と
は

捏
造
し
た
か
ら
だ
。
５
点
の

衣
類
の
緑
色
の
ブ
リ
ー
フ

は
、
逮
捕
後
寮
か
ら
一
旦
自

宅
に
戻
さ
れ
、
お
兄
さ
ん
が

差
し
入
れ
の
た
め
持
っ
て
い

た
。
袴
田
さ
ん
の
パ
ン
ツ
で

は
な
い
。
同
僚
が
袴
田
さ
ん

の
緑
の
パ
ン
ツ
を
見
た
と
証

言
し
て
い
る
が
、
何
処
に
で

も
緑
の
パ
ン
ツ
は
あ
る
。
ズ

ボ
ン
は
股
の
部
分
が
細
く
は

け
な
か
っ
た
。
袴
田
さ
ん
の

物
で
は
な
い
」
と
主
張
し
、

検
察
側
の
主
張
を
し
っ
か
り

と
覆
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
浮
か
び
上
が
る
犯
人
の
動

機
は
え
ん
恨
で
、
犯
行
は
１

人
で
は
な
い
。
現
場
の
状
況

か
ら
被
害
者
４
人
全
員
は
起

き
て
い
た
」
と
主
張
し
ま
し

た
。第

７
回
再
審
公
判
で
は
、

弁
護
側
が
事
件
発
生
か
ら
１

年
２
ヶ
月
後
の
８
月

日
に

31

味
噌
樽
か
ら
発
見
さ
れ
た
５

点
の
衣
類
に
つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
５
点
の
衣
類
に
は

赤
い
血
液
が
付
着
し
て
い
ま

し
た
。
味
噌
漬
け
で
血
液
の

赤
み
は
消
え
る
化
学
的
仕
組

み
を
説
明
し
、
袴
田
さ
ん
の

衣
類
で
は
な
い
と
説
明
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ト
イ
レ
に
行

き
た
い
と
言
っ
た
袴
田
さ
ん

に
対
し
、
取
調
室
で
便
器
を

持
っ
て
き
て
小
便
を
さ
せ
た

録
音
テ
ー
プ
や
、
自
白
を
強

要
す
る
違
法
な
取
り
調
べ
の

録
音
テ
ー
プ
の
音
声
が
法
廷

で
流
さ
れ
ま
し
た
。
更
に
、

取
り
調
べ
時
間
は
一
日
平
均

時
間
で
長
い
時
は
一
日

12

16

時
間
で
あ
っ
た
と
し
、
人
権

無
視
の
取
り
調
べ
が
袴
田
さ

ん
を
身
体
的
・
精
神
的
に
限

界
に
追
い
込
み
、
自
白
の
強

要
が
さ
れ
犯
人
に
仕
立
て
上

げ
ら
れ
た
の
だ
と
主
張
し
ま

し
た
。
両
日
は
日
本
プ
ロ
ボ

ク
シ
ン
グ
協
会
の
皆
さ
ん
も

参
加
し
ま
し
た
。

第
８
回
公
判
は
２
月
14

日
、
第
９
回
公
判
は
２
月
15

日
で
す
。

（２）第４７９号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０２４年（令和６年）２月１日

新
幹
線
関
西
地
本
旗
開
き

新
幹
線
関
西
地
本
は
１
月

８
日
、
コ
コ
プ
ラ
ザ
で
２
０

２
４
年
新
春
旗
開
き
を
開
催

し
ま
し
た
。
旗
開
き
の
前
段

る
よ
う
な
判
決
が
出
さ
れ
て

い
る
風
潮
を
打
ち
破
る
こ
と

を
め
ざ
す
」
と
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

判
決
は
３
月
８
日
で
す
。

で
、
地
本
Ｏ
Ｂ
総
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

笹
田
委
員
長
は
、
年
頭
所

感
で
「
昨
年
の
大
き
な
成
果

は
何
と
言
っ
て
も
、
関
西
新

幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
で
働
く
労

働
者
と
出
向
先
で
奮
闘
し
て

い
る
組
合
員
が
力
を
合
わ

せ
、
Ｊ
Ｒ
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
働

組
合
（
Ｊ
Ｓ
労
）
を
結
成
し

た
こ
と
。
第

回
臨
時
大
会

40

で
、
Ｊ
Ｓ
労
と
共
に
闘
う
と

い
う
こ
と
と
、
Ｊ
Ｒ
東
海
労

連
の
結
成
を
確
認
し
た
。
Ｊ

Ｓ
労
は
、
サ
ー
ビ
ッ
ク
会
社

で
働
く
労
働
者
の
仕
事
と
生

活
を
守
る
た
め
に
結
成
さ
れ

た
。
ま
た
、
『
東
海
の
地
に

労
働
運
動
の
灯
を
消
さ
な

い
』
た
め
で
も
あ
る
。
Ｊ
Ｓ

労
の
更
な
る
組
織
強
化
・
拡

大
を
目
指
し
Ｊ
Ｓ
労
の
仲
間

と
共
に
連
帯
し
て
闘
う
。
第

三
者
機
関
を
活
用
し
た
闘
い

に
つ
い
て
、
年
休
裁
判
、
２

１
２
裁
判
、
柳
楽
裁
判
、
コ

ロ
ナ
裁
判
な
ど
、
私
た
ち
の

主
張
が
退
け
ら
れ
る
判
決
が

出
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の

間
の
裁
判
闘
争
で
多
く
の
成

果
が
出
て
い
る
。
業
務
委
員

会
や
団
体
交
渉
で
は
、
全
く

解
決
し
な
か
っ
た
問
題
が
改

善
さ
れ
た
り
、
共
感
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
労
働
者

の
権
利
を
蔑
ろ
に
す
る
判
決

が
罷
り
通
る
世
の
中
、
権
力

者
に
好
き
勝
手
に
さ
せ
な
い

た
め
に
も
、
労
働
者
の
権
利

と
利
益
を
守
る
闘
い
を
大
切

に
し
、
諦
め
ず
に
声
を
上
げ
、

連
帯
の
輪
を
広
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
訴
え
ま
し

た
。続

い
て
、
来
賓
の
定
岡
弁

護
士
よ
り
、
琉
球
遺
骨
返
還

請
求
訴
訟
（
昭
和
初
期
に
旧

京
都
帝
国
大
学
医
学
部
（
現

・
京
都
大
学
医
学
部
）
に
よ

り
沖
縄
県
今
帰
仁
村
の
百
按

司
墓
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
遺

骨
の
返
還
を
求
め
、
被
葬
者

の
子
孫
と
さ
れ
る
地
元
住
民

が
提
訴
し
た
訴
訟
）
に
つ
い

て
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

３
裁
判
が
結
審
、
３
月
に
判
決

袴
田
さ
ん
の
完
全
無
罪
を
勝
ち
取
る
ぞ
！

静
岡
地
本
が
連
日
支
援
行
動
を
展
開

淵
上
裁
判

本
橋
裁
判

診
断
書
強
要
裁
判

「令和６年能登半島地震」
支援カンパのお願い
指示第36号（１月18日）参照

第37回定期中央委員会
ＪＲ東海労連結成大会
共に２月11日（日）
大阪の地に結集しよう！


